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「Innovators Under 35」⽇本版 2024 年度の受賞者が集結！ 
セレモニーイベントを本⽇ 17 時よりライブ配信 

 

若きイノベーターを発掘する「MIT テクノロジーレビュー」主催アワード授賞式 
受賞者 10 名の中から協賛企業が選定する“特別賞”を発表 

 

MIT テクノロジーレビュー［⽇本版］（運営：株式会社⾓川アスキー総合研究所、代表取締役社
⻑：加瀬典⼦）は、「Innovators Under 35 Japan 2024（イノベーターズ・アンダー35 ジャパン
2024）」のセレモニーイベントを、2024 年 11 ⽉ 20 ⽇に⽇本橋ホールで開催します。本イベント
はライブ配信も予定しており、無料で視聴できます。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
本イベントでは、「コンピューター／電⼦機器」「輸送（宇宙開発）」「AI／ロボット⼯学」「エ
ネルギー／持続可能性」「医学／⽣物⼯学」の分野で活躍する「Innovators Under 35 Japan」 
2024 年度の受賞者 10 名を表彰。受賞者全員が⾃⾝の活動についてのプレゼンテーションを⾏うほ
か、審査に携わった東北⼤学教授／東京科学⼤学教授／株式会社シグマアイ代表取締役の⼤関真之
⽒をお招きし、特別講演を実施します。 
 

■受賞者（五⼗⾳順） 
浅井 明⾥（ワシントン⼤学） 
アサバナント ワリット（東京⼤学／理化学研究所／OptQC） 
伊藤 洋（⽇⽴製作所／早稲⽥⼤学） 
⾦井 仁弘（マサチューセッツ総合病院） 
キーリー アレクサンダー⻯太（九州⼤学／aiESG） 
久保⽥ しおん（ハーバード⼤学／マンチェスター⼤学） 
孔 爽（理化学研究所） 
塚本 紘康（NASA ジェット推進研究所／イリノイ⼤学アーバナ・シャンペーン校） 
⼭岸 健⼈ (東京⼤学) 
吉岡 信⾏（東京⼤学） 
 

■特別賞「電通総研賞」決定 
協賛企業が特に注⽬する受賞者に授与する特別賞「電通総研賞」が本⽇決定し
ました。 
＜受賞者＞ 
塚本 紘康（NASA ジェット推進研究所／イリノイ⼤学アーバナ・シャンペーン校） 
・不確実性を克服する数学理論で、深宇宙探査の新時代を切り拓く若き研究者。 
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選定企業：株式会社電通総研 
 

選定理由： 
宇宙という未踏の世界を切り開くイノベーターであり、⾰新的な研究成果と探求⼼に深く敬意を

表します。不確実性を克服する制御理論は深宇宙探査にとどまらず、さまざまな領域における AIや
ロボットのキーテクノロジーとなり社会の発展に貢献すると期待しています。 
 

■セレモニーイベント概要 
⽇時：2024 年 11 ⽉ 20 ⽇（⽔）17：00〜20：00 （16:30 開場） 
会場：⽇本橋ホール 
東京都中央区⽇本橋⼆丁⽬ 5番 1号 ⽇本橋髙島屋三井ビルディング 9F（⽇本橋駅 直結） 
主催：MIT テクノロジーレビュー［⽇本版］（運営：株式会社⾓川アスキー総合研究所） 
協賛：⼀般社団法⼈クロスユー、三井不動産株式会社、株式会社電通総研 
開催形態：現地およびオンライン 
料⾦：無料（事前登録優先制） ※懇親会は別途有料 
定員：100 名 
特別講演： 
本年度審査員 ⼤関真之⽒（東北⼤学⼤学院情報科学研究科情報基礎科学専攻教授／東京科学⼤学理
学院物理学系教授／株式会社シグマアイ 代表取締役） 
 
※MIT テクノロジーレビュー［⽇本版］YouTube公式チャンネルより無料ライブ配信を⾏います
ので、ぜひご視聴ください。たくさんの⽅々のご参加をお待ちしております。 
URL：https://www.youtube.com/@techreviewjp 
 
※本イベントの詳細および会場への参加⽅法については、公式サイトをご覧ください。 
 
Innovators Under 35 Japan 2024 公式サイト 
https://events.technologyreview.jp/iu35/ 
 

 

■Innovators Under 35（35 歳未満のイノベーター）について 
⽶国マサチューセッツ⼯科⼤学（MIT）のメディア部⾨「MIT テクノロジーレビュー」が主催する
国際アワードです。世界的な課題解決に取り組み、未来を形作る若きイノベーターの発掘と⽀援を
⽬的とし、Google 共同創業者のセルゲイ・ブリン⽒や、Meta（旧 Facebook）共同創業者兼会⻑
兼 CEO のマーク・ザッカーバーグ⽒など、過去 20 年以上にわたり優れたイノベーターを数多く選
出してきました。 
その歴史あるグローバルアワードの⽇本版「Innovators Under 35 Japan」は、超少⼦⾼齢化と労
働⼈⼝の減少、社会インフラの⽼朽化など、多くの社会課題を抱える⽇本から、テクノロジーによ
る課題解決に貢献する⼈材を発掘し、世界へ発信していくことを使命としています。 
 
■MIT テクノロジーレビューについて 
「MIT テクノロジーレビュー（MIT Technology Review）」は、1899 年に⽶国マサチューセッツ
⼯科⼤学によって創設された、世界で最も歴史と権威があるテクノロジー誌です。 ⽶国版の読者層
はその 8 割超がテクノロジー部⾨の責任者であり、6割が経営層です。 
⽇本版は⽶ Technology Review Inc.とのライセンス契約のもと、株式会社⾓川アスキー総合研究

所が 2016年から会員制Web メディアとして運営しています。 
 

［⽇本版］公式サイト 
https://www.technologyreview.jp/ 
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【本件に関する報道関係からのお問い合わせ】 

株式会社⾓川アスキー総合研究所 広報担当 堀  

press-cp@lab-kadokawa.com 

 


